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1013 新 規 な 水銀 （ID 耐性 細 菌の 分離とそ の 特徴

（宇都宮大 ・工 ・応用化 学）○相澤洋平 、及 川 史哲 、柿井一
男

【目的】活性汚泥か ら新た に分 離 した水 銀耐性グラム 陰性細菌HGV −1株につ いて 、

そ の 菌学 的性質 、増 殖 に及 ぼ す水 銀 （ll）濃度 の 影 響、水 銀 気 化特 性 な どを調 査

した の で 、以 下 に報告する 。

【方 法 及 び 結 果 】 下水 活 性汚 泥 か ら分 離 した HGV ・・1株 は 、 運動 性 を有 するピンク

色 の グ ラ ム 陰性桿 菌で あ り、ポ リペ プ トン液体 培 地 にお い て は部 分 的 に凝集 しな が

ら増殖 した 。 SEM により、 凝集菌体 の 表面 に繊 維状物 質が観察され たことから、 こ

れ が フ ロ ッ クの 形 成に 関与 して い る もの と思 わ れ た 。 16SrDNA の 塩基 配 列 解析な

どか ら、本菌株は Methy／obacterium 　radiotolerans で あろ うと推 定され た 。この HGV
−1株 は 0．5mM の 水 銀 （ID を含む ポ リペ プ トン液体 培 地で も増 殖 したが 、 その 比 増

殖速度 は 水銀 （ll）無添加 の コ ン トロ
ール に較べ て 大きく低下 した。水 銀気化実 験

は菌体懸 濁 液 中 に窒 素 ガス を通 気する ことにより行 い 、 気化 した水銀 は い っ たん硫

酸酸性の 過マ ンガ ン酸カ リウム 溶液で トラップ し、こ の もの を還 元 した の ち、原子 吸

光法 で 分 析した 。 菌 体 濃 度を 145mgll、水 銀 （II）濃 度を 10μ M としたとき の 水 銀

気化の 最 適 pH は 7にあり、 同 じ菌 体濃 度で pH7 で は水銀 （II）濃 度 が 20 μ M の とき

最 も水 銀 気 化 量が 高く、 こ れ 以 上 の 濃度で は水 銀の 気化 は 阻 害され て 減 少 した。
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［目 的］脱 窒性硫黄細菌 に よ る 脱窒に は 安価な 溶融硫 黄 を固定化担 体 とする方法

が 有効 と考え られ る 。 しか し、 溶融硫黄の 表面 は緻密で菌体が 固 定化 され に くい

た め 、微細加 工 に 優れ た レーザー
加 工 処理 を行 っ て 硫黄 表 面 に 穴 を 開け脱 窒 菌を

固定 化 す る方法 を検 討 した 。 本 研究 で は 脱窒菌の 固定化 に適 した 孔径 範囲を 決 定

した 。

［方法 お よび 結 果 ］溶 融 硫 黄 に穴 を 開ける レ ーザ ー
と して KrF エ キ シマ レ ーザ

ー を 使用 した 。 溶 融硫黄 に適 した加工 条 件 は シ ョ ッ ト数 700 、 エ ネル ギー 密度

10J／cm2 で あ っ た 。
　Th ’obacillus 　den’trificansを硫黄 お よ び 硝酸を含む培地 に 5 ％

植 菌 し、 30 ℃ 、 4 日 間振 とう培養 して 細胞を 固定化 した 。 脱 窒活 性 に 及 ぼす孔

径 の 影響 を 検討 した 結果 、 20 μ m の 孔 径 が 最 も脱窒 活性が大 き く 、 脱窒菌の 固

定 化 に優れ て い た 。

一方 、5 〜 10 μ m の 孔径 で は 活 性が 小 さ く、加 工 して い な い

もの と同 程度で あ っ た 。 孔径 の 検討 か ら 、 脱 窒菌の 固定化 に は 20 〜 100 μ m の

孔 径 範 囲が適 して い る こ とがわ か っ た 。
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